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中国人・朝鮮人 に対 す る漢字語彙
教育について
大 村 益 夫
1調 査 の 目 的
周 知のよ うに,現 在,中 国 ・南朝鮮 では漢字 を使 用 している。(注1)こ
れ ら,漢 字 を使用す る国民に,日 本語 の漢字語彙 を教える場合,か れ らが
す でに知 ってい る漢字の知識 を,最 大限 に利用す るのが,効 果的 であ る。
ただ し・同一表記 をとる漢字語彙であ って も(注2〉,日 中朝それぞれの
漢字語彙が示す意味領域ない し語感は,ま った く同一 のものか ら,ま った
く異 なるものまで広 く分布 してい る。
「処女 は娘 で,花 子 はこ じき」。朝鮮語で 「処女」 とか けぱ,そ れ は 日本
語の 「娘 さん」 とい う語 にもあた る非常 に美 しいイ メー ジをもったこ とば
であ り,「花子」は,中国語 では 「こじき」の意味にな る。前者 は,語 感 が
いち じる しくことな り・後者 は・ま った く別 の意味領 域 を示す例 であ る。
少 し具体 的な例 をあげよ う。日本 語の 「警 察」 とい う語 は,中 国語 では
「警官」 を意味 し,中国語 の 「巡査」 は 日本語 で 「見まわる」に あたる動詞
として使われ る.日 本語 の 「外人」 は,中 国語 では 「見ず知 らずのあかの
他 人」 を意味 し・「神道」 は,「元気 がよ くて強い」 とい う形容 詞 として用
い られ,「手紙 」は 「ち り紙」 のことになる。 日本語の 「君」や 「犬」 は,
現代 中国語では使用 されない し,(したが って留学 生に古典 の知識 がな いか
ぎ り,理 解で きない,とい うことにもなる)「組 合」 とか 「株式」 とかい う
語は,中 国語にはないか ら,中 国人 には ま った く理解 で きない。
朝鮮語についてみて も,日 本語の 「境遇」は,朝鮮 語では 「～のば あい」
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かにし,ま った く異なるものについては,な まじ,漢字を知 っているため
におこる誤解をさけるよう注意する。
こうしたことは先人の手によってすでに指摘 されている(注3)。しかし,
それ らはすぺて断片的であ り,思いつき的であ り,ない しは誤解からおこ
る笑い話 としてしかあつかっていない。そこで,わ れわれは、 日本語を教
える立場か ら,あ くまでも日本語を基準として,こ れらを・統一的網羅的
に整理分析 し,把握する必要があると考え,こ の作業に着手 したわけであ
る。
こうして完成した表は,漢 字を使用する民族が,日 本語を学ぶ上におい




おけるい くつかの問題 を提出し・方法論的にも 実際の作業上 においても・
多くの批判と援助 をお願いするしだいである。
II調 査 方 法(く中国語 との対 比において》







④ 「日本語4週 間」 大学書林1963・
所載 の 基本語彙 を 補充 したものである。④ と◎ ⑤ ◎ が重複 した揚合に
は,カ ー ドに もそのむね書 きしる した。そ の語彙 の重要度 を示す ひ とつの
基準にな ると考えたか らである。
〔2〉2889枚の基本語彙 カー ドの うち,現 在,日本 でふつ う漢 宇で表記
してい るもの2200余語 をえ らび だ した。 この揚合は・必ず しも当用漢 字
音訓表に よらず,も うす こし広い はば で選択 した。
(3)こ の選択 した漢字で表記 され た漢字語彙すべて を,
㊨ 「中国語辞典」倉石武四郎 岩波書 店1963
で ひいてみた。その結 果,な かったものには × じるしをつ け,あ った もの
については,その部分 を切 りぬき,基本語彙 カー ドの右がわには 夢つ けた。
(4)xじ るしをつ けた もの,た とえば 「先 日」については,
㊦ 陳濤主編 「日漢辞典」 商務印書館!959
をひ き,日 本語でい う 「せ ん じつ 」の意味 を中国語 では どうい うか を調 べ
た。(前几天,前 些 日子〉
(5)(2)に よって選択 されたカー ドには,す べ て
㊦ 「岩波国語辞典 」西尾実,岩 淵悦太郎1963
をひき,そ の項 目の箇所 を切 り抜 き,カ ー ドの左側には った。 こ うして






























実例1〔 政治〕は,目 本語 と中国語 とま った く同 じもの。実例2〔 先 日〕
は,日 本語にあ って 中国語 にない もの,実 例3「 煙 」は,日 本語 と中国語
では,意 味領域がずれ るものである。
皿 漢字語彙の分類 《中国語 との対比において》
(1)ま った く同一,ま たは,きわめて近いもの。
(2)意味領域は同 じだが・中国語では古典の用法に近いかたい表現。










(6〉中国語にはこ うい う語彙がなく,中国人には意味がわからない も
のo
(7)日 本語 と中国語 ではその意味 がいち じる しく異 な り,中 国人に容
易に誤解 を生 じさせ る もの。
この分類 は,必 ず しも絶対 的なもので はない。一つ一つ の単 語にあた る
場合,(1)と 〔2),(5)と(6),(3)と(4〉,(3)と(6),(4)と(7〉等,
どち らにいれ た らよいか判断 に迷 う語 もある。 そこには,分 類 するわれわ
れ の主観的判断 が加わ らざるをえない し,ま た,日 本語学習者 の中国古典
に対する素養 にも関係 して くるであ ろ う。
なお,こ の分類 におい ては,字 体の問題はい っさい考慮 していない。た
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とえば,新 字体の 「売」 は,台 湾では 「賢」,大陸 では 「楽」であって,「売」
なる語 は,中 国語 では 「殻」 と同 じで,貝 な どのか らを意味す ることな ど
は,こ こでは問題 に して いない。
IV日 中 語 彙 対 照 簡 表
さきにのべた よ うに・われわれの 目標 とす るのは・総合的網羅的な・ 日
本語 中の漢字 語彙 の,中 国語 との対比 カー ドにある。 しか し,こ こでは一
語につ きカー ドー 枚 一枚 をのせてい られ ない ので,先 の基準に よ り分類 し





























愛 す る 〔(v.)むさぼ る,～ したい,(ad・)(望ま しくな
い ことが)よ く～す る〕(注5)
会 う 〔(n)会,(v・)集ま る,じ ょうず に一できる
(量)しば ら く,(ad)あ口うる,一 はず〕
遊 ぶ 〔あそぶ,お よ ぐ〕
暑い 〔あつ さ,夏 休み〕
熱い 〔(気候が)暑い,熱 い,熱 心,密 接〕
集 まる 〔(n)2いちば,文 集,(v)`あつまる,あ つ め
る〕(注6)
麻 〔(n)麻,(v〉しびれ る,(a.)あぱたの〕
洗 う 〔入浴す る,カ ー ドをまぜ る,洗 う〕
編 む 〔組 みたてる,番 号 をつ け る,物 語や歌詞 をつ
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くる〕
与 える 〔～ と,～ に対 して,与 える〕
朝 〔朝廷,村 の市,一 に面する,一 に向か って 朝〕'




青 〔黒,藍,紺,青 等の色,中 国語の 「青鮭」は,黒
い靴〕
蓬 〔偶然め ぐりあ う〕,歩 く














網戸 嵐 相手 朝御飯
甘い 犬 朝寝坊 雨戸
案内 案内所
7日 本語 と中国 預か る 〔中国語では 「預備」 と使 い,「そ なえ る,準
語で意味がち 備す るJの 意〕
が うため誤解 騰 が る 〔湿 布 をする(揚所 ・時間 を)や りくりす る」〕






















以外 意識 銀杏 胃 石 以前
家 以上 一月 否 入る 以来
2良 叫・ 居4る 一 度4糸 岩 今4色{祈5る 妹
3意 見 〔いけん,ふ まん,ひ はん〕
板 〔板,拍 子木,(a)融通が きかない,(v)顔をこわば らせ る〕
意味 〔わけ,意 見,お もむ き,様 子〕
位置 〔地位,職 揚,(v)地位につ ける,仕 事 をあてが う〕
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急 ぐ 〔(v)いらだつ,あ せ る,(a)火急 な,
一体 〔ひ とつ のもの〕
一般 〔(a)一般の,同 様であ る)
入 口 〔輸 入,い り口〕
要 る 生 きる 一部 一員 厭 う
(ad)急いで











7一 番 〔中国語 ではrひ としき り」rいち ど」rひ ととおP」 の意〕
院 〔なか庭,大 学の学部・塀 でかこまれ たや しき〕
居 間 〔調停 や紹 介の労 をとるため間にたつ〕
『?
1海 歌 魚 動 く 兎
売る 運河 運動
牛 失 う 後ろ 疑い 移る 腕 馬
2撃5つ
3裏 〔なか,う ら〕 内 打つ 受ける 中 薄い 巧い
6植 木屋 〔花匠,花 把式〕
受け取 り 〔牧据〕
受け取る 〔牧,理 解〕






7中 〔病気にな る,及 第する,内,中 間〕
写 〔書 く〕
嘘 〔ヒュー ッとい う声 を出す〕
売子 〔貝な どの カ ラ,あ ごの下の部分〕
売 上 〔うま くか え る,ち ゃん とかい とる〕
?
1鉛 筆 英語






1多 い 終わる 岡 教える 大 きい 億 桶 遅い 推す 落ちる
音 同じ 驚 く 斧 降 りる 音楽 音楽会 温泉
2夫 匠 凡`そ 泳 ぐ 男4女4弟
3置 く 〔不動産を買う,お く〕
送る 表 折る
4目お父さん お腹 男の子 想 う お母さん お子さん 女の子
6応 接間 〔客翻
奥さん 〔令政,太 太〕
俺 〔我〕 お手伝い 〔帯忙〕
居る 親御 お前 及ぷ お袋 思い出す 落ち着 く お嬢さん
押 し入れ 抑える 屋上 奥 丘 お蔭 甥 恐 らく 恐ろしい
お風呂 お返 し










1間 数 家族 乾 く 観光 却化 解家 ～界 買う 会議 海軍
会計 外交 外国 変わる 改正 外套 会話 科学 化学 家具
代わる 学校 学者 歌劇 傘目限 り 月 髪 火山 紙 外国人
皮 官 館 軽い 家庭 蚊帳 関係 観察 風 漢字 完成
完全に 簡単 監督 ～箇月 雷 学生 画く
2感`じ る 帰4る
川 壁 固い
賢い 悲しい 澤 描く 感4ずる 各4堅 い
3母 さん 回 会 額 過去 飾 る 活動 関す る 掛け る 鍵 金
角 〔か ど,貨 幣の単位〕
花瓶 〔女子職員,花 瓶〕
株 〔立ち木 を数え る時の量詞〕
被 〔削され る,か けぷ とん〕
神 〔神 さま,目 の輝 き,(a)態度が変 だ〕
硬 〔(ad)むりに,(v)強 くす る,(a)かたい〕
借 〔か りる,か す〕
陰 〔曇 り,く もる,(イ ンクが)に じむ・(陰陽 の)陰〕
可愛い 〔かわい らしい,敬 愛すべ きだ〕
解決す る 〔解決す る・死刑にす る・消滅する〕
4替 わ る 必ず
可 能 〔(ad)卍か もしれ ない,(a)できる〕
5外 国語 観光客 学内 学長 科学者 買物 学生課 外務省
6元 年 彼 我慢 化繊 感心 彼女
勝手 貸家 川下 神棚 片道 火事
金持 歌手 元目 刈る




返す 家内 方 風邪 会社側 片付ける
7階 段 〔だんか い〕
革 〔(v)4免官,退 学す る〕
嘗 〔こころみる,味 わ う〕
影 〔肖像,う つす,か くす}
外人 〔見ず知 らず の人〕
か ら
辛 い 〔つ らい〕







以上,(あ)か ら(か)ま で を,一 らん表 に してみ た。 さきに も述べ たよ
うに,最 終的には一語一枚の カー ドにす る予定 であ り,こ の よ うな表 にす
るつ も りは なV㌔
上 の よ うな作業 をすす める上において・倉石 中国語辞典,日 漢辞典 を基
準に したが,必 ず しもすべて をそれに託 して,機 械的に作業 を行 な うわけ
に もいかなか った。 たとえば,「踊 る」(=踵)が倉石 にはないが,ふ っ うの
中国語辞典 には,の ってい る。そ うい う時 には倉石 を補 った。
また・「会館」 をひ くと倉石にはない。た しか に解 放後はそ う使 われ ない
語 であ る。 ところで 日漢 辞典でrか いかん」 をひ くと,r会 館」 とで て く
る。 これ は 日漢 辞典が不備なためであ る。 このた ぐい も修正 して カー ドに
書 きこんだ。
この よ うに して・ さらに作業 をすすめ・で きあが った2200余枚 の カー
ド(注7)を 整 理 して,一 さつの本に ま とめ,そ れ に巻 末には,漢 宇 によ
るイ ンデ ックスをつ ける。なぜな ら,「生 」の字 は,「生きる」「生かす」「生
む」r生まれ る」r一生(門下生 ・高校 生な どの生)」「生活」r生活 する」r生
産 」「生徒」等 の箇所 にあ らわれ てい るか らだ。
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V結 語
われ われ の,こ の調査 は未完成 である。 とい うよ り,よ うや く糸 口をつ
けた,と い うにす ぎない。作業 をすすめなが らも,方 法論 的にはた して誤
りがないか考 えこむこ ともある。 しか し,日 本語教育 の現場 で,中 国人を
教える上 に,こ のよ うなものは,ぜ ひ とも必要 であろ う。
わずか(あ)～(か)の 間の語彙 を とってみてもつ ぎのよ うな結論 がだせ
るD
分類の(1)(2)は,広 い意味 で,中 国人 がそ のま ま理解 できる と考えて
よい。 したが って,こ の類 のものは,よ みかただけを教えれ ばそれで よい。
中国人む けの 日本語教科書 を作成す る場合 には,(玉)(2)の中の語 は,日 本
語 としてはかな りむずか しい もので も初級で教え ることも可能で ある。
(3)(4)(5)に属す る語 については,中 国語 との異 同 を明確 に した上で与
えなければ な らない。 ど うい う使 い方 において同 じであ り,ど うい う意味
において異 な るか を明確 に させ な くては,か れ ら自身 ではわか ったつ も り
でも,と んで もない思 いちがい をしてい ることが考 え られ る。
(6)(7)の語については,教 育上,も っとも注意 を要す るもので ある。 と
か く中国人 は教室 において,「漢字で ど う書 くのですか5と 質 問す る。教師
はそれ を黒板 に書 き,そ れ で学生 も教 師 もおたがい に満足 して しまった ら
お そろ しい ことにな る。 中国人用初級 日本語教科書 を作 る場合には,(6)
(7)に属す る語 は,ひ らがなで与 え る,と い うの も一つ の方 法 として考え
られる。








































彙中の漢語の約%が,現 代中国語とかな り近 く,%が 両者間にずれが
あり,ワ3がまった くちがう,とい うことである。
漢字を知 らない民族が,漢 字をおぽえるのも,た いへん努力を要するこ
とだ・ しか し・漢字を知っている民族が,目 本語の漢語をならうのも,ま
た・たいへんな難事業であることが,以 上のことからわかるであろう。
VI朝 鮮 語 の 場 合









(1)日 本語 と同 じもの。
(2)朝 鮮語 では一 字では使 わないが,二 字以上では使われ漢字その も
のの意味は 同 じもの。(例,「髪」一字 では使わ ないが,「理髪Jと い
う語 はあ り,そ の時 の 「髪」は 日本語 と同 じ 「かみ」の意味)
(3)一 語 の うち一部 は漢字,一 部は固有朝鮮語で表記 され るが・ 漢字
の部分の意味 は同 じもの。(例,日 本人→ 日本sara;n)
(4)朝 鮮語 としてはな くても,か れ らに理解で きるもの。
(5〉 日本語 と朝鮮語 では,意 味範 囲が,か な りずれる もの。
(6)朝 鮮 人には理解 しがたいもの,あ るいは朝鮮語では別の意味にな
り誤解 され るおそれ の大きいもの。
以上の分類 に もとづ いて・ さきの基本語彙 中漢字語の多い 「か」の項だ








































































































































































































3韓 肉人 〔韓 国saram〕変 わる 〔変hada〕
蚊帳 〔mogi帳〕 限 りない 〔限gpta〕
4外 務省 〔外務部〕
化繊 〔化学繊維〕
5 家内 〔朝癬語 では 「家の内」の意〕
一 日(か〉 〔「3日」には月の第3番 目の 日,と い う意味はあ って も,
3日 問 とい う意味 はない〕
語 る 〔「語学 」の よ うな後い方 のみ〕
角 〔「つの」の意味はな く,「か ど」の意のみ〕
鏡(「眼鏡」の よ うな使い方のみ〕
必ず 〔「必要」 のよ うな使い方のみ〕
6彼 学内 掛物 書く 火事 花瓶
から
貸家 辛い 騙る 垣根 洋 返す
かた




























この表 でみるか ぎ り,朝 鮮人に とって,
う結 論が出せ そ うだが,現 実は必ず しもそ うではない。なぜな ら,第1に





て 漢語がひ じょうに多い 箇所だか らである。(あ)一(わ)全体をとってみ
たら,60%とい う数字は,大 はばに落ちるであろう。
また,第2に,南 朝鮮においてさえ,解放後(第2次大戦後)は,新聞・雑
誌に使用され る漢字語がへ り,文盲がへ ったかわ り学生が漢字を理解する





(注1)中 華人民共和 国では,い ずれ漢字 が全廃 され ると思 われ る し・南
朝鮮 で も,解 放以来,漢 宇の使用度は,か な り低 くな っている。 しか し,
いずれ も,そ う早急 に,漢 字が な くな るとは考 え られ ない。
(注2〉 字 体の問題 は,こ こでは考慮 しない。台湾 と南朝鮮 では,い わ ゆ
る旧字体を使用 している。
(注3)た とえば 「日本語教育」第2号 林米子 「中国語 ≧日本語教育」
(注4)肩 の数 字は,倉 石 「中国語辞典」 によるもので,中 国語 としての
語の品位 の段 階である。上 の5は,古 典 のなかの こ とばが,た またま耳
でき くことばの中に引用 され て現われ るもの。上 の4は,古 典 のなかの
ことばではあるが,耳 でき くことぱ の中に混用 され てい るもの。
(注5)中 国語の 「愛」は,し つ こく,い や らしい,と い った語感。〔 〕
の中は 中国語の意味。
(注6)こ こか ら 「集」 とい う語は,中 国語 におい ては,ふ つ う名詞 とし
て 「い ちば」「文集」 の意味 に もちい られ,動 詞 として 「集 まる」「集 め
蛋」 の意味 に使われ るのは古典的用法であるこ とがわか る。
なお(n)2の2は,(注4)の 数宇 と同 じ性質 のもので・文学作品な ど
にご くふつ うにあ らわれ ることば,と い う記 号である。
(注7)全 体 の収録語彙は2889枚だが,こ れは 「訓」で とっているか ら,
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ここでは 「つ とめ る」 は,「勤める」 「務め る」「努 める」 の3語 にわ け
た。 こ うして漢字 を基 準に してかぞえれば,全体 は3000語をは るかに越
しているはず であ り,そ のなかの2200余 語は,漢 字 を使 用 してV・るわ
けだ。
(注8)朝 鮮語にお ける漢字語彙が何であるか を厳密 に認 定す るのは容易
でない。漢字で表記 されていないか らとい って漢宇 語彙 でない といえな
い ことは もちろん,逆 に漢字で表 記され ているか らとい って,必 ず しも
漢字語彙 とは限 らない。
しか も元来漢字語であ りなが ら,長 い年月の間に,発 音 もかわ り,漢
字語 と意識 しな くな った ものもあ る し,あ ま りひんばん に使われ るため
に,だ れ もが固有朝鮮語だ と思い こんでい るものもある.
朝鮮 人に対す る 日本語 教育とい う実用的立場か らは,朝 鮮語 の漢宇 語
彙の範 囲を・朝鮮 入が漢字語彙で あると意識す るもののなかか ら,あ て
宇 を除いた もの と限定 してよかろ う。
(注9)〔 〕のなかは,朝 鮮 語と して の使われかたのひ とつの実例。
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